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。 「広報こさか」は、毎月10日の発行日に自治会に届けているため、皆さんのお手元に届くまでに若干の日数を要すること

があります。ご迷惑をおかけしますが、ご了承くださるようお願いいたします。
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自主防災組織とは…
地域住民が協力して「自分の地域を自分たちで守る」ために立ち上げる組織です。平常時には災害に備えた活動
や訓練を行い、災害時には被害を最小限に食い止めるため応急活動を行います。

自主防災組織はなぜ必要なの？

自主防災組織はどうやって組織するの？
自治会に防災関係部門がある場合はその充実強化を図っていく、ない場合は成年部や女性部等と同じように防
災部を新設する方法があります。また、世帯数の少ない自治会は隣接する自治会と合同で結成するなどの方法
もあります。現在町内には18の自主防災組織が組織されていて、そのすべてが自治会単位となっています。

自主防災組織の編成例
組織のリーダーを中心に消火班、救出救護班、
給食給水班などの構成員の役割を決めましょう 。

町では自主防災組織の活動を応援しています。
・国や県が開催する講習会、研修会への参加案内
・ウェブ開催では会議室とパソコンセットの貸出
・自主的な研修会には講師の手配
・防災資機材の購入補助制度
・新規結成に向けた準備をお手伝い

お問い合わせは役場総務課（ＴＥＬ29ｰ3901）
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初期消火活動

住民の避難誘導活動

負傷者の救出・救護活動

状況把握と報告活動

水や食糧の手配と配分活動

器具の点検・防火広報

避難路・避難場所の点検

資機材の調達・整備

情報の収集・伝達・広報

器具の点検

組織全体の調整、他機関との連絡調整、要配慮者等の把握

災害発生時に行政機関が行う「公助」には限界があります。そのため、“自分の安全は自分
で守る”「自助」と“自分の地域は自分たちで守る”「共助」が重要になってきます。地域住民
の連携による活動、地域の実情に応じた活動が地域住民を救うことに繋がるからです。


